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Ⅰ「横浜市立高等学校及び併設型中学校」の学校評価 

市立高校及び併設型中学校は、学校評価の基本である全教職員による自己評価と

保護者や地域、その他学校関係者等による学校関係者評価を行うとともに、年間２

～４校に対し教育活動その他の学校運営について外部の専門家等による第三者評

価を行います。 

市立高校及び併設型中学校の学校評価は、次の手順で実施します。 

１ 自己評価 

各学校は、校内評価委員会を組織します。校内評価委員会は、教職員による学校

評価、生徒による学校評価、授業評価、保護者及び地域による学校評価を組織的に

行い、評価結果の分析により課題を明らかにするとともに、学校関係者評価の結果

を踏まえ、重点課題の改善策を中心に「自己評価書」を作成します。 

 

２ 学校関係者評価 

各学校は、学校関係者評価を実施するため、生徒の保護者や地域、その他学校関

係者等によって構成される学校関係者評価委員会を組織します。学校関係者評価委

員会は、各学校でまとめた評価の結果等を活用するとともに、授業や学校行事等の

教育活動を観察し、「学校関係者評価書」を作成します。  
 

３ 第三者評価  
教育委員会は、第三者評価を実施するため、学校運営に関する外部の専門家等に

よる評価者（以下「第三者評価者」という。）に調査を依頼します。第三者評価者

は、教育活動その他の学校運営について、年間２～４校の訪問調査を行います。調

査結果は教育委員会が取りまとめます。  

 

 

 

                                    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（１２～翌３月） 

Ａ 

市立高校及び併設型中学校 

調査依頼 

自己評価 

Ｃ 

Ｄ 

Ｐ 中 期 学 校 経 営 方 針 
学 校 経 営 計 画  等 

（４月） 

共通項目を設定した学校評
価シート記入 

（11～12月） 

教 育 活 動 
 
 
 
 
 
 

改善策の策定（３月） 

教育委員会 

＜市立高校及び併設型中学校 学校評価の体系図＞ 

○生徒による学校評価シート 
○生徒による授業評価シート 
○保護者による学校評価シート 
○地域による学校評価シート等 

 （11～12月） 
 

学校関係者評価 

反映 

実現状況の把握 
積極的支援 

積 
極 
的 
支 
援 

教育活動と学校運営

の改善 

第三者評価 

結果の反映 

第三者評価者 
評価結果の報告 

（６月） 
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Ⅱ 平成 29 年度第三者評価について 

１ 実施概要  

(１) 実施方法 

① １校につき３名の評価者が訪問します。 

② 評価者は、28年度の「自己評価書」「学校関係者評価書」及び 29年度「学校経営計画」に

ついて主に重点取組項目を中心に校長から説明を受けた後、授業参観、施設・設備の観察、

教職員（校長・副校長・教務主任等）及び在校生からのヒアリング等を通して評価します。 

③ 教育委員会は、評価者からの評価と講評をとりまとめ、第三者評価結果を作成し、公表しま

す。 

 

(２)  訪問調査校及び日程 

  ア 訪問調査校 

    横浜総合高校、みなと総合高校    

イ 実施日程 

６月 14 日：横浜総合高校 

６月 21日：みなと総合高校 

 

(３)  活用 

     ア 学校は、評価結果を教育活動及び学校運営の改善に反映させます。 

イ 教育委員会は、各学校の教育環境の改善に向けた必要な措置などの施策に生かします。 

 

２ 評価者及び訪問調査校（五十音順） 

評価者氏名 所  属  等 訪問調査校 

岩谷 伸一 岩谷学園 学園長 横浜総合高校 

植田 みどり 国立教育政策研究所 総括研究官 横浜総合高校 

緒方 浩臣 横浜市立潮田中学校 校長 みなと総合高校 

小松 郁夫 流通経済大学 教授 みなと総合高校 

星 睦 横浜市 PTA連絡協議会 書記 みなと総合高校 

丸山 智美 横浜市 PTA連絡協議会 書記 横浜総合高校 

※所属等は調査時のものです。 
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Ⅲ 訪問調査校の評価 

横浜総合高校の概要 

創  立：平成 13年      

住   所：横浜市南区大岡 2-29-1 

課 程 等：単位制による定時制の課程 

     Ⅲ部制・総合学科 

クラス数：36クラス 

生 徒 数：1116名（平成 29年４月１日現在） 

学 校 長：天野 真人 

みなと総合高校の概要 

創  立：平成 13年      

住   所：横浜市中区山下町 231 

課 程 等：単位制による全日制の課程 

総合学科 

クラス数：18クラス 

生 徒 数：711名（平成 29年４月１日現在） 

学 校 長：鹿島 覚 



4 
 

横 浜 市 立 横 浜 総 合 高 等 学 校 

        

（１）第２期横浜市教育振興基本計画の推進状況 

 

【グローバル人材の育成】 

 ある程度の取組はなされているが、他の２つと比べると優先順位が低くなっているように見受けられ

た。「次世代のグローバル人材育成」については英語ができるという観点からだけではなく、異文化理

解や異集団で活動できる人材という観点からも対応を考える必要があるのではないか。 
 

 生徒一人ひとりの目標を最も重視しており、それが必ずしもグローバル人材の育成へ向かっていると

は言えない。しかし、英語力（使える英語）の向上のための授業や国際交流活動の推進など、市立高

校が目指すべきグローバル人材を育成するための取組は十分行っており、目標を達成している。 
 
 ２年次生全員に国際理解教室を実施したり、課題研究に取り組んだりと、できることを積極的に取り

組んでいる点は評価できる。 
 

【特色ある高校づくり】 

 校長をリーダーに教職員が一体となって取り組み、結果を出している。横浜総合高校の三つの重点施

策である「基本的な生活習慣の確立」「基礎学力の向上」「社会的・職業的自立に向けて必要となる力

の育成」が的を射たものとなっている。  
 

 生徒に「自立するために必要な力を身に付けさせること」を使命とし、そのためにⅢ部制の高校とい

う特色を最大限に生かそうとしている。生徒一人ひとりの学習環境に合わせた取組ができており、そ

の特色を十分に生かし目標を達成している。 
 
 学校に課されているミッションを的確に理解し、その実現に向けた取組を行うと共に、その進捗状況

を的確に把握しながら進捗管理が行われている点は評価できる。 
 
【生徒一人ひとりの能力を最大限に伸ばす教育の充実】 

 様々な学習環境をもつ生徒を受け入れているにもかかわらず、生徒一人ひとりに寄り添った指導や教

育を行っており、個々の能力を伸ばそうとする努力が見える。しかしながら、進学者数や就職内定者

数が増加している一方で、卒業できない生徒や卒業時に進路先が未決定である生徒も必ず存在してい

ることから、全員に対しこの取組が目標を達成しているとは言えない。 
 大学や専門学校との連携、学び直しの機会など、生徒のニーズに対応した取組を行っている点は評価

できる。 

評価１ 評価２ 評価３

Ａ Ａ Ａ

Ｂ Ｂ Ｂ

Ｃ Ｃ Ｃ

Ａ Ａ Ａ

Ｂ Ｂ Ｂ

Ｃ Ｃ Ｃ

Ａ Ａ Ａ

Ｂ Ｂ Ｂ

Ｃ Ｃ Ｃ

 重点施策の取組が各校の目標以上に進んでいる

 重点施策の取組が各校の目標をほぼ達成している

 重点施策の取組があまり行われていない

 重点施策の取組が各校の目標以上に進んでいる

 重点施策の取組が各校の目標をほぼ達成している

 重点施策の取組があまり行われていない

「特色ある高校づくり」のための新たな
使命達成に向けた取組を推進しているか

「生徒一人ひとりの能力を最大限に伸ば
す教育の充実」のための取組を推進して
いるか

評価規準

 重点施策の取組が各校の目標以上に進んでいる

 重点施策の取組が各校の目標をほぼ達成している

 重点施策の取組があまり行われていない

観点

「次代を担うグローバル人材の育成」の
ための取組を推進しているか
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（２）教育活動の状況        

 

 

【教科指導】  

 学び直しなど、生徒に合わせた授業を行っており、学習意欲を向上させるよう努めているように感じ

られた。わかる授業の実現のための取組の一環として、従来からの一方的ともいえる授業形式を変え

て、アクティブラーニングへ移行していこうという取組を始めている。授業研究委員会を立ち上げ、

どのような手法が真のアクティブラーニングになるのか、など定期的に検討を重ねており、よりわか

りやすい授業にしようと進化し続ける姿勢が見られた。一方、学力が付いてきた生徒については物足

りなさや、より高い学力をつけるチャンスをつかめていない可能性があり、きめ細かい教育指導が必

要と思われる。教科内では教員同士の授業の学び合いや、他の高校などでの授業を参考にし、若い教

員のアイデアも積極的に取り入れるなど、授業力を高めていこうという姿勢を強く感じられた。 
 

 アクティブラーニングを積極的に取り入れ、わかりやすい授業を目指した授業改革に取り組んでいる。

そのために、平成 28年度より授業研究委員会を立ち上げ、その中にメンターチームを置くなど、経験

年数の浅い教員への支援も含めた校内研修体制を整え、積極的に取り組んでいる点は評価できる。そ

の結果として生徒の授業評価の結果も上昇している。今後は多様な生徒のニーズを把握するとともに、

特別支援教育への配慮なども視野に入れた教科指導の改善を期待したい。また、施設面では恵まれて

いるので、それらを活用した IT分野の教育活動の充実も期待したい。 
 
 平成 28年度の各科目の生徒による授業評価を拝見すると、いくつかの科目で「自分自身について」の

「予習復習など学習の準備をして意欲的に取り組んだ」や「授業で学習した内容は大体理解または習

得できている」について「そう思う」、「ややそう思う」と回答した合計が 70％を下回っている状況が

見られる。また、授業見学の中で、いくつかの授業で居眠りをしたりやる気が見られない生徒が見受

けられた。教員は頑張っているようだが、そのような生徒でも興味・関心を持ち、活気のある感動で

きる授業を目標に、さらなる改善をお願いしたい。 
 
【生徒指導・教育相談】 

 様々な課題を抱えた生徒に対応するため、養護教諭３名体制の確立、スクールカウンセラーの面談時

間の確保、外部団体との「ようこそカフェ」の連携運用等、様々な手を打ち、効果を上げている。個々

に相談に乗れる場をたくさん作っていることが素晴らしい。気軽に相談に来るような雰囲気作りもよ

くできている。 
 

 生徒会役員生徒との懇談では、全員自分の目標を持っていて、それに向かっていくんだという気持ち

評価１ 評価２ 評価３

Ａ Ａ Ａ

Ｂ Ｂ Ｂ

Ｃ Ｃ Ｃ

Ａ Ａ Ａ

Ｂ Ｂ Ｂ

Ｃ Ｃ Ｃ

Ａ Ａ Ａ

Ｂ Ｂ Ｂ

Ｃ Ｃ Ｃ

<進路指導>

進路指導が綿密に計画され、生徒の希望
進路を叶える取組が行われているか

どの生徒も進路の高い目標を設定し、自ら目標達成に向けた進路計画の
立案や実践を行っている

生徒は学校からの進路情報を十分に理解し、進路実現に向けて前向きに
取り組んでいる

進路指導に対して不安を訴える生徒が大勢いるにもかかわらず、進路指
導の改善があまり行われていない

<生徒指導・教育相談>

生徒の生活習慣の確立及び規範意識の形
成に向けて教職員一丸となって取り組ん
でいるか

すべての教育活動を通じた豊かな人間関係づくりや関係機関との連携及
び問題行動の未然防止や規範意識を醸成する取組が充実している

生活習慣・規範意識等の改善に向けた取組の効果が表れている

生活習慣・規範意識等の改善に向けた取組があまり行われていない

観点 評価規準

<教科指導>

生徒の学力の実態を把握し、身に付けさ
せたい学力の定着を図るための適切な指
導を行っているか。教員は授業力向上に
努めているか

学校の目標達成に向け、教科指導が改善され、授業力が大幅に向上して
いる

学校の目標達成に向けた教科指導や授業力向上の取組が行われ、授業力
が向上している

複数の教科で教科指導の課題が指摘されているが、授業改善の取組があ
まり行われていない
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があり、すくすくと育っていると思った。しかし、学校が好きですか、と尋ねると「50％くらい好き」

というような答えが返ってきた。次に「ようこそカフェ」で卒業生と会い、同じ質問をしたところ、

本人たちは「この学校で学んだことが社会で役立っているので、卒業して良かった」という答えだっ

た。「学校で学んだ内容の社会での有用性やそれを通して人間性を磨くことができるという価値」を生

徒に理解してもらい、それを学校の誇りに結び付けられるようにしたらどうか。 

 

 スクールカウンセラーからの支援や養護教諭からの情報、「ようこそカフェ」を利用する生徒の様子か

ら生徒理解にも役立っている。しかし、Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ部全てに統一した指導を行うためには、教員、ス

クールカウンセラー、養護教諭などの情報共有や連携が通常よりも重要であり、困難さを感じた。ま

た、生徒の側にも集団でのマナーを守れていない生徒がいると感じており、そのためにはどのような

取組をするべきかを課題として考えている生徒もいる。生活習慣や規範意識等の改善に向けた取組の

効果が表れつつあるとは思うが、充実しているとまでは言えず、今後に期待したい。 
 
 登下校指導やあいさつ運動を通して生徒指導や教育相談が実施されている。集会なども成り立つよう

になり、生徒の意識が変わってきた点では教職員の指導が成果を上げつつあることが確認できる。た

だ、地域との連携という点では課題があるので、そ

の点の充実を期待したい。 
 
 多様な課題を抱えた生徒に対応するため、養護教諭

の存在が重要となっている。平成 29年度より非常勤

を雇用することで養護教諭３名体制となり、教育相

談体制が充実したことも評価できる。また、「ようこ

そカフェ」を地元の大学（横浜市立大学）や NPO と

連携し、実施することで教育相談体制の一層の充実

が図られており、今後の持続的な取組に期待したい。 

 
【進路指導】 

 教員と生徒との関係性の良さから、個人面談や進路ガイダンスを通して、生徒一人ひとりに丁寧な指

導を行っている様子がうかがえる。これをもっと進化させるためには生徒一人ひとりの様々な情報を

収集し、データベース化（教育カルテ）し、それを教員全員で共有するとともに、生徒指導方法等に

教員の知恵を集め、チームとして役割分担して指導に当たると良いと思う。 
 

 単位制であることから、早い時期から高い目標を設定している生徒は、自身で単位取得に取り組んで

いる姿勢が見られた。一方、目標がなかなか定まらない生徒は自分に合った科目の履修ができていな

い可能性がある。就職については、校内で開催している「横総未来博」やインターンシップ制度など、

将来を考えやすい環境を与えるなどの取組を行っているが、内定後に履修した科目が単位未修得であ

ることが判明することなどもあるようだ。進路において高い目標を設定することだけが全てではない

と思うが、個々に目標設定を任せることは困難であるように感じられた。就職希望者が増加したこと

で進路指導を担当する教員が多忙化していることから、進路指導担当者を増員するなどの対策が必要

である。 
 
 平成 29年度にガイダンス部と進路指導部を合体したキャリアガイダンス部に改組し、３年間（ないし

４年間で）で一貫したキャリア教育の充実を図っている。生徒数も増加し、就職希望や進路希望も多

様化してきていることに対し、対応の充実を図っている点は評価できる。また、総合的な学習の時間

でのキャリア教育やキャリアデザインの活動、横総未来博の実施など多様なキャリア教育の機会を提

供している点も評価できる。今後は、公務員など進路選択の幅を広げるための取組も必要である。 
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（３）学校経営の状況        

 
       
 
【組織運営・教職員研修】 

 校長をトップとするマネジメントがチームとして機能している様子がうかがえる。このマネジメント

チームの影響で教職員が活性化し、より良い人間関係が生徒に良い影響を与えているようである。ま

た、グループウェアの導入により、今までの校内のコミュニケーションがより効率的で円滑になり、

生徒指導や教育に時間を割くことができるという好循環をもたらしている。引き続きチームとして素

晴らしい教育提供ができるようになることを期待している。 
 

 管理職がリーダーシップを発揮し、教職員のやる気と責任感が喚起され、組織が活性化されている。

その結果、教職員からの提案が上がるなど、教員が自己肯定感をもって、意欲的に学校運営に関わる

様子が見られることは評価できる。校長が「管理職はブレーキを踏まない。リスクを取るのがマネジ

メント」という意識をもっており、積極的に課題解決に向けた取組を迅速に行い、教職員がその活動

に意欲的に関わっていることは評価できる。 
 
 学校を一つの組織と考え、マネジメントを円滑にしさらに効果を上げていくためには、ある程度自由

な人事と予算の権限をマネジメントチームは持つ必要がある。以前より裁量は増えているのかもしれ

ないが、社会から評価される学校づくりにはこれらが不可欠であり、どこまで裁量を持つことが良い

のか今後検討していく必要がある。 

                              

 従来のやり方にこだわらず、若い教員の意見

やアイデアも積極的に取り入れていこうとい

う姿勢がある。また、外部からの情報も積極

的に収集し、自校に生かそうとしている。 
 
 経験年数の浅い教員の授業力向上のため、ま

たは様々な問題解決のためにベテランの教員

の授業を参考にするなど、教員同士の連帯感

も感じられた。 
 
 授業研究委員会の設置、授業力向上のための

研修、公開授業、メンターチームの取組などを行っており、教員の常に学び続ける姿勢に好感が持て

る。 
 授業研究委員会を立ち上げ、同委員会が中心となってアクティブラーニングやわかりやすい授業を目

指して校内研修に取り組んでいる点は評価できる。また、同委員会にメンターチームを設置し、経験

年数の浅い教員への指導にも積極的に取り組んでいる点も評価できる。 
 

評価１ 評価２ 評価３

Ａ Ａ Ａ

Ｂ Ｂ Ｂ

Ｃ Ｃ Ｃ

Ａ Ａ Ａ

Ｂ Ｂ Ｂ

Ｃ Ｃ Ｃ

<情報公開>

学校便りや学校ホームページ等を通じて
適切に情報を公開しているか

保護者・地域へ学校の情報を積極的に発信し、保護者及び地域が必要な
最新の情報を公開するよう組織的に努めている

保護者・地域へ学校の情報を発信し、説明責任を果たしている

学校ホームページの更新が滞っているなど学校の情報がうまく発信でき
ておらず、保護者・地域に学校の教育活動があまり理解されていない

観点 評価規準

<組織運営・教職員研修>

教職員が意欲的に業務に取り組める組織
であるか。また、課題解決のための教職
員研修が行われているか

情報共有が徹底され、様々な問題に対して迅速に対処している協力関係
がある。また、学校は常に教職員の研鑽に努めている

一人ひとりの教職員は意欲的に業務に取り組んでいる。また、様々な研
修によって教職員の力量が向上している

教職員組織の見直しが滞っている。また、教職員の力量向上のための研
修があまり行われていない
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【情報公開】 

 保護者の回答率が低いようである。また、地域からの評価もあまり芳しくないように見受けられる。

情報公開や行事等を通して、学校の教育や生徒を見ていただき、理解してもらう努力が必要だと思う。

生徒による商店街での清掃や地域活動参加については、とても良い企画・行事である。自校の生徒が

活動していることがわかるような仕掛け（幟を立てる、ユニフォームを着用するなど）が必要ではな

いか。 
 

 学校ホームページの更新も定期的に行われており、学校や生徒の様子を地域や保護者が知ることがで

きている。地域での清掃活動やバーベキューなどイベントも開催し、「開かれた学校」を実践している。

しかし、保護者や地域のからの学校評価によると、保護者や地域は学校の広報活動に積極性を感じて

いないようである。スマートフォン対応のホームページなども検討しているようだが、ホームページ

に頼らず、その他の広報活動にも力を入れる必要がある。 
 

 地元商店街（弘明寺商店街）の清掃活動に生徒が関わったり、課題研究として商店から提案された課

題（例：弘明寺商店街のゆるキャラの知名度アップ戦略）に生徒が取り組むなど、地域との連携を具

体的に行っている。また、ようこそカフェを横浜市立大学や NPO と連携して開設し、生徒の多様な教

育相談のニーズに対応する体制を整備することで、保健室やスクールカウンセラーとの役割分担をし、

教育相談体制の充実を図っている点は特に評価できる点である。一方で、保護者との連携や、保護者

への情報発信は、まだ不十分な点がある。よりわかりやすい学校ホームページの工夫など、保護者と

の連携に積極的に取り組み、説明責任を果たしていくことが必要である。 
 

（４）総合所見        

 年に２回、生徒と保護者、学校が参加する「学校評価三者懇談会」を開催しており、生徒からの要望

や課題に取り組みたいという気持ちに対し真摯に向き合い、対応していこうという姿勢が見える。生

徒一人ひとりの希望に寄り添おうという取組、また学校紹介のポスターにもあるように「全力であな

たをアシストする学校」を目指していることがわかる。 
 

 創立 16年目と伝統が浅い分、様々な点で変更しやすいこと、教員がチャレンジしやすいなどのメリッ

トを最大限に生かそうとしている。「ようこそカフェ」においては、集う生徒の様子を知ることにとど

まらず、地域連携、様々な人との交流等を通じて自己肯定感を育み、社会的・職業的自立に向けて必

要となる力を育成することを目的としており、今後も効果が期待できる取組である。 
 
 職員の学校評価では、会議等の効率化が図れているとの回答や、教職員同士が互いに研鑽し、力量を

高めていけるような職場環境であると実感している様子がわかり、これまで以上に教職員の士気が高

まっていると思われる。これも校長をはじめ運営陣の強いリーダーシップの成果であると感じた。た

だし、地域からの学校評価から、学校は地域の人材や施設を教育活動に生かしているとあまり思われ

ていないことや、生徒の校外でのマナー不足が指摘されていること、文字通り「自立するために必要

な力を身に付させる」ためにも、卒業できない生徒や進路先が未決定で卒業する生徒の数を減らして

いくことが課題として挙げられる。 
 
 学校開校後、学校に与えられているミッションの遂行に積極的かつ迅速に取り組み、着実に成果を上

げている。そして、その進捗状況を数値や質的なデータで把握しながら、実施している点は評価でき

る。その意味では、学校が抱えていた課題の初期対応という点で、必要性があり的確な事業が数的に

は実施され始めており、十分な成果を上げてきていると言える。今後は、その事業の質的な改善が求

められる時期と言える。 
 
 初期の段階にスムーズで良好なスタートが切られた要因の一つは、校長の優れたリーダーシップとマ

ネジメント力だと言える。教職員の意欲的な取組を促しつつ、その責任は管理職が取るという姿勢を



9 
 

示すことで教職員全体が積極的に学校運営に取り組むことができる学校組織作りをしている。第２に、

この校長を補佐する副校長や主幹教諭クラスの管理職チームが適切に組織され、効果的に活動できて

いる点である。第３は、取組の具体的な成果が的確に分析され、現状把握と課題の分析、改革の方向

性などがわかりやすく共有されていることや、取組の成果がわかりやすく示されることで、教職員一

人ひとりが成果を実感し、意欲を喚起出来る組織文化が完成しているという点である。 
 
 このような意味で、現在の管理職が在職する間は、改革が迅速かつ着実に進められることが期待でき

る。しかし、公立学校である以上は人事異動があるため、現在の管理職や教職員組織体制が維持され

ることは難しい。個人に依存しない組織体制を整備し、現在の同校での改革を持続可能なものにして

いくための仕掛けや組織体制の整備は喫緊の課題と言える。 

 

 教育活動については、早期からアクティブラーニングに着眼し、わかりやすい授業の開発を授業研究

委員会が中心となって検討すると共に、実際の教授活動においては、メンターチームを設置し、教員

の授業力育成に取り組んでいる。このような取組の結果、生徒の授業満足度も向上するなど成果を上

げてきている点は評価できる。 
 
 教員研修については、授業研究委員会を設置するなど組織的に実質的に取り組める体制を整備してい

ることは評価できる。また、経験の浅い教員の中には研究熱心な者も多くいる。このような教員が核

となり、ベテラン教員への刺激としてより積極的に授業改善に取り組んでいくことを期待したい。ま

た、メンターチームによる経験の浅い教員への支援はとても重要な視点である。今後はメンターが適

切に活動できるような条件整備を行っていくことが必要である。 
 
 今後の課題としては、第１に、特別支援教育のさらなる充実である。今後は今まで以上に特別な教育

的配慮の必要な生徒が増加すると予想される。「ようこそカフェ」の取組はそれに対して一定の成果を

上げている。今後はこの取組を持続可能なシステムにしていくことが求められる。また、特別支援教

育については、個々のニーズを把握し的確に対応するためにも、個別の指導計画を作成し、個々のニ

ーズや状況に対応した指導、支援体制を整備していくことが重要である。 
 
 また、施設面では、生徒指導にあてる教室が少ない、自習室が取れない、などにより生徒の学校生活

の充実に向けた取組をする上では制約となっている。このような状況の中で、どのような取組ができ

るのか、しなければならないのかという重点化を図っていくことを期待したい。 
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横 浜 市 立 み な と 総 合 高 等 学 校 

 

（１）第２期横浜市教育振興基本計画の推進状況 

 
 

【グローバル人材の育成】 

 姉妹校への海外研修、バディ活動が行われている。 
 これまでの歴史や伝統を踏まえつつ、総合学科高校としての社会の変化などをくみ取った教育改革を

推進している。特にキャリア教育と国際交流活動は、学校の使命と社会のニーズに適合した重要で未

来志向の特色ある取組となっている。課題としては、こうした特色ある教育活動を着実かつ成果ある

ものとしていくためには、保護者等の理解と協力の下に、生徒自身が主体的に学習習慣や生活習慣を

質的に向上させ、確かな力として身に付けていける指導や助言、支援がより組織的に進められること

ではないかと考える。また、そのためにも、教育改革の具体的な内容と目指す成果を受検生や保護者、

市民へもわかりやすく広報していくことが期待される。 
 
【特色ある学校づくり】 

 総合学科としてプラスαの学びができる学校であり、キャリア教育の充実による将来を考えた学びを

実現しようと取り組んでいる。多くの授業が少人数で実施されており、授業に多くの生徒が意欲的に

取り組んでいると感じた。自分が学びたい授業を選択できることが利点になっていると思う。 
 総合学科として、自分の将来は自分で決める、とのキャリア教育の充実、人間力を育む教育を目標に

取り組んでいる。 
 生徒会の生徒たちは、自分の将来をしっかりと見据え、目標を持って学習に取り組み、その成果を自

分の言葉で伝えることができていた。コミュニケーション能力も高く、表現力が身に付いている。生

徒会の活動に取り組んできた成果だと思うが、総合学科高校の特色ある学びが成長に寄与しているこ

とも大きいと感じている。 
 
【生徒一人ひとりの能力を最大限に伸ばす教育の推進】 

 適切に授業を選択し、主体的に学びに向かう生徒を育成するために、校長は、共通履修科目を増やす

ことから環境を整備し、より多くの科目を履修するシステムに変えることを考えている。このような

改革とともに、生徒にしっかりと目標を持たせる意識改革の必要性も感じた。また、魅力ある授業を

展開し、生徒が学びたいと思う希望者であふれるような授業を提供していくことが大切である。 

観点 評価1 評価2 評価3

Ａ Ａ Ａ

Ｂ Ｂ Ｂ

Ｃ Ｃ Ｃ

Ａ Ａ Ａ

Ｂ Ｂ Ｂ

Ｃ Ｃ Ｃ

Ａ Ａ Ａ

Ｂ Ｂ Ｂ

Ｃ Ｃ Ｃ

評価規準

「次代を担うグローバル人材の育成」
のための取組を推進しているか

重点施策の取組が各校の目標以上に進んでいる

重点施策の取組が各校の目標をほぼ達成している

重点施策の取組があまり行われていない

「特色ある高校づくり」のための新た
な使命達成に向けた取組を推進してい
るか

重点施策の取組が各校の目標以上に進んでいる

重点施策の取組が各校の目標をほぼ達成している

重点施策の取組があまり行われていない

「生徒一人ひとりの能力を最大限に伸
ばす教育の充実」のための取組を推進
しているか

重点施策の取組が各校の目標以上に進んでいる

重点施策の取組が各校の目標をほぼ達成している

重点施策の取組があまり行われていない
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（２）教育活動の状況       

 

 

【教育課程】 

 幅広い選択科目の設定や主体的な科目選択に取り組み、教職員、生徒、保護者の評価が高い。 
 

 見学した授業の中で、評価・評定について生徒に説明していた場面があったが、観点別評価は全く意

識されていないと感じた。育てる生徒像、身に付けさせるべき力について、教職員が意識を統一する

必要があるのではないだろうか。生徒に生きる力としてどんな力を付けさせたいのかを明確にし、評

価していく必要があると思う。 
 英語の授業を参観したが、留学生がアシスタントのような役割を果たし、教科書を読んでいた。それ

はとても良いと思うが、教員はオールイングリッシュで授業を行うべきではないだろうか。中学校の

英語の授業でも、オールイングリッシュで行う教員も増えていると感じている。 
 
 総合学科の特色は、発足当時から「幅広い選択科目」と「主体的な科目選択」だが、現在に至るまで、

多くの総合学科では、目的・目標と生徒の実態の乖離、教員の授業力の問題、教育内容と教育方法の

適切な開発の困難さ、などから、必ずしも期待された成果が獲得できているとは言えない状況が見ら

れる。多様な教育課程の開発を継続的に推進し、一層生徒の希望にマッチした教育活動を推進する必

要がある。併せて、生徒自身の内発的な学習意欲の喚起が望まれる。 
 
 学校のミッションを意識した教員の中で、積極的に授業改善に取り組んでおり、組織としても、授業

方法・授業内容の工夫と教科指導力の向上に取り組んでいる様子がうかがえる。ただし、各教科や教

員によって、ややばらつきがあるのが気になる。 
 
【進路指導】 

 話をした生徒たちは、自分の将来についてしっかりした考えを持ち、進路を考えることができていた。

キャリア教育の成果と感じている。 

 就職よりも安易に進学を選択できる現状の中で、総合学科の特色を生かし、自分の将来を考え、目的

をもって進路を選択できるよう、進路指導に力を入れていく必要性を感じた。 

 進路状況から目標達成の努力が見える。 

 生徒へのインタビューなどから、学校への満足度が高く、年々変化している生徒の進路意識に対応し

た生徒指導、進路指導などが的確に実施されていることがうかがえた。キャリア教育がこの学校の教

育の特長であり、保護者や生徒自身の意識の変容や社会の変化に的確に対応した進路指導が行われて

おり、保護者等からの信頼も高いものと思う。進路指導に関しては、着実な成果を上げている。今後

は、生徒自身が自己認識を高め、主体的に個性や適性を見極め、より高い目標に向かって努力するな

どの指導と諸活動の工夫を積極的に進めてほしい。 

観点 評価1 評価2 評価3

Ａ Ａ Ａ

Ｂ Ｂ Ｂ

Ｃ Ｃ Ｃ

Ａ Ａ Ａ

Ｂ Ｂ Ｂ

Ｃ Ｃ Ｃ

評価規準

<教育課程>

学校の実態、課程や学科の特色を十分
考慮した教育課程の編成がなされてい
るか

中期学校経営方針に示された取組が計画を大幅に上回って進んで
いる

中期学校経営方針に示された取組が概ね進捗している

中期学校経営方針に示された取組があまり行われていない

<進路指導>

進路指導が綿密に計画され、生徒の希
望進路を叶える取組が行われているか

どの生徒も進路の高い目標を設定し、自ら目標達成に向けた進路
計画の立案や実践を行っている

生徒は学校からの進路情報を十分に理解し、進路実現に向けて前
向きに取り組んでいる

進路指導に対して不安を訴える生徒が大勢いるにもかかわらず、
進路指導の改善があまり行われていない
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（３）学校経営の状況        

 

 
【教育目標等の設定・実施】 

 教育目標実現に向けて、教職員のベクトルを合わせ、対応を進めている。全教職員で研修会を開き、

生徒の課題の確認と共有を図っている。 
 

 学校教育目標や教育方針が教職員の間である程度共通理解されており、各人が何をなすべきかという

組織的な動きが徐々に浸透しているように見受けられた。さらに具現化させるためには、学校の具体

的な現状把握と目指す方向性が連動し、何をどのように誰が責任を持って実践していくのかなど、PDCA

のマネジメントサイクルを構築して、より強力に推進していくことを期待する。 
 

 教職員間の差があるように感じた。講師も含めて多くの教職員がいる学校であり、意思疎通の面では

課題があると考えられる。学校の課題を共有するとともに、それぞれの生徒について把握していくた

めには、教職員が意見交換をする環境が必要だと思う。教職員が一堂に会する大職員室が必要ではな

いだろうか。 
 

 教職員の多忙化解消など、生徒と向き合える時間の確保やワークライフバランスを意識した業務改善

を組織運営の重要な課題として設定をして、重点的に取り組まれることを期待する。 
 

 諸規定を遵守した学校経理、施設設備の完全管理と適正な活用などは、特に問題点もなく運用されて

いるように見受けられる。公費の執行に関して、すべての教職員が意識を高め、公平で公正な無駄の

ない予算編成と執行を今後も求めたい。 
 
【保護者・地域等との連携協力】 

 学校から生徒を通じて保護者へ配付物を渡すときは、必要な情報か、わかりやすいかをチェックする

等、担任から概要を説明して渡すなど、生徒が理解し保護者に伝わるようにしている。教職員の PTA

活動への肯定度、地域との連携活動への肯定度、生徒、保護者の学校からの情報発信の肯定度が半数

以上の高い評価となっている。 

 

 受検生や保護者の間では依然として総合学科についての理解不足や情報不足が見られる。入学前から

この学校の教育に関心と期待を寄せている保護者や中学生が多い状況に甘んずることなく、魅力的な

情報発信の工夫を推進してほしい。現在では保護者や地域住民との連携協力も円滑に行われているよ

うに見受けられるが、最も周知させたい内容等に関しては、まだまだ工夫の余地があるように思う。

SNSの進化など、情報環境の急速な変化に対応した PRの工夫や支援の獲得を目指してほしい。 

 

観点 評価1 評価2 評価3

Ａ Ａ Ａ

Ｂ Ｂ Ｂ

Ｃ Ｃ Ｃ

Ａ Ａ Ａ

Ｂ Ｂ Ｂ

Ｃ Ｃ Ｃ

学校は生徒・保護者に教育目標を周知し、教育目標の見直しや改
善に意欲的に取り組んでいる

目標達成に向けた取組があまり行われず、教育目標が生徒・保護
者にあまり浸透していない

<保護者・地域等との連携協力>

学校から保護者及び地域へ教育活動に
ついての情報提供を行う協力体制があ
るか

保護者及び地域には常に教育活動の情報提供が行われ、円滑な協
力関係が築かれている

保護者及び地域に教育活動についての理解が得られ、連携協力し
て学校が運営されている

保護者及び地域に教育活動について情報提供があまり行われず、
連携に大きな課題がある

評価規準

<教育目標等の設定・実施>

教育目標が生徒や学校の実態を踏まえ
た内容であり、目標達成に向けて教職
員は意欲的に取り組んでいるか

教育目標が生徒・保護者に理解され、目標達成に向けた効果的な
取組による成果が顕著に現れている
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 危機管理に関しては、生徒の意識も高く、防災計画や防犯計画も周知されており、教職員の危機意識

も高いものを感じた。学校のホームページは、関係者を満足させるような興味ある情報が発信されて

いる。今後は、学校の基本的な姿勢や目指す学校像、育てたい生徒像などを具体的にわかりやすく情

報発信すると同時に、特に教育活動の様子を親しみやすく様々な角度から広報して、教育活動の充実

ぶりをさらに PRできる画面づくりを期待する。 

 

（４）総合所見       

 教職員、保護者、生徒が一体となり一人ひとりが目標意識をもって邁進しており、更に地域連携の中で

成果をあげている。教職員との話の中から生徒の将来、生き方をも考慮しながらより良い教育を考えて

いることが伝わる。生徒会との懇談では、行事の達成に意欲を高めて取り組み、生徒全員を引っ張って

いく若者らしい姿勢が見られた。また、悔しい思いや残念に思うことも言える素直な一面も見られ、生

徒から学校や先生に寄せる信頼を感じ取ることができた。生徒がみなと総合高校を誇りに、そして社会

で活躍できる教育を期待している。校内の整備、美化、季節の花など技術員の心配りが感じられた。 
 

 生徒会の生徒たちは、自分の考えをしっかりと持ち、授業内容や学校生活をより良くしていくことにつ

いて話をしていた。学習指導要領が目指す「思考・判断・表現」の力が身に付いていると感じた。総合

学科としてキャリア教育に力を入れていることが、生徒の成長につながっていると思う。生徒が自分の

将来をしっかりと考え、そのために必要なことを自ら判断し学んでいくことができる総合学科の強みを

さらに伸ばし、生徒が意欲的に授業を選択し学んでいくよう、魅力ある授業を展開してほしい。 
 
 授業の多くが少人数で展開されている。恵まれた教育環境の中で授業が展開できる学校として、教員の

授業力をはじめとする力を充実させてほしいと思う。魅力的な授業を展開している教員は、生徒からの

信頼も高い。 
 
 外国からの留学生や外国につながる生徒の存在が、

学校の教育活動に良い影響を与えているように感

じている。留学生をはじめ外国籍の生徒を受け入れ

るみなと総合高等学校は、様々な文化を受け入れ、

共に生活し、自分の将来に目標を持って進むことが

できる生徒を育成する、多文化共生の学校として発

展してほしい。 
 
 基本的には、市民、生徒、保護者、教育関係者などからの期待に応えようとする姿勢が感じられ、具体

的な成果を上げている教育活動が展開されている。この学校に限らず、高等学校教育を取り巻く状況は

厳しいものがあり、教育改革は個別の学校段階でも喫緊の課題である。どのような教育改革、学校改革

を進めようとしているのか、もう少し明確にされることを期待する。特に総合学科教育は、魅力ある高

校教育の推進に関わる重要な内容を含んでおり、この学校ではこれまで一定の成果を上げてきていると

評価できる。教育活動の成果も上がってきているように思う。キャリア教育と国際性を育てる国際交流

活動は、資質・能力的な面では、実績の「見える化」を工夫して、生徒自身がさらに自己有用感を高め、

自信をもって次のステップに進めるような指導も必要だと思う。 
 

 諸活動に対する自己評価の手法に関しては、アンケートだけに依存するのではなく、客観的なデータの

収集と分析、生徒による評価の活用、保護者等の学校関係者の生の声に耳を傾けるなど、意見や要望を

踏まえた自己評価の充実に努めてほしい。全体としては、横浜市教育委員会が推進する高校改革に取り

組み、一定の成果を上げているものと認められるが、今後は、ますます激しい社会の変化に主体的に対

応し、時代を先進的に担いうる人間の育成を目指して、より強力に学校改革、特に授業改善の取組を推

進してほしい。 
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